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ている。細菌から取得した16S rRNAの塩基配列を解析し､BLAST（Basic Local Alignment Search 
Tool）検索を行なった結果､30株がChryseobacterium属細菌､3株がBacillus mycoides､2株が
Bacillus megaterium､その他､Bacillus cereus､Lysinibacillus sphaericus､Ralstonia属細菌､
Arthrobacter属細菌､Rhodococcus属細菌､Delftia acidovoransであったと報告している。また､
同定した30株のChryseobacterium属細菌について系統樹解析を行ない､7グループに分類している。 
 第４章は、取得した30株のAHL分解能を有するChryseobacterium属細菌のAHL分解能について述
べている。当初の単離に用いたC6-HSLに加え､長鎖のAHLであるN-dodecanoyl-L-homoserine 
lactone（C10-HSL）に対する分解能を､C10-AHLに応答するレポーター株であるChromobacterium 
violaceum VIR07株を用いて検討した結果､30株中27株がC10-HSLに対する分解能を有することを
明らかにしている。また､C6-HSLの分解時間の検討から､系統樹上のグループ間で分解能に差があ
ることを明らかにしている。さらに､AHL分解反応終了後の溶液を酸性にすることにより､AHLの存
在が再検出されたことから､単離したChryseobacterium属細菌のAHL分解反応は可逆的なラクトン
環の開裂反応であり､Chryseobacterium属細菌はAHLラクトナーゼを有していることを推定してい
る。しかしながら､長時間のAHL分解反応を行なわせた場合､溶液の酸性化でAHLの回復が観測され
なかったことから､Chryseobacterium属細菌はAHLを分解後､資化している可能性を示している。 
 第５章は、要約として、論文内容全体をまとめ、さらに、 AHL分解能を有する
Chryseobacterium属細菌を用いた植物病原菌対策の展望についても述べている。 
